
●教師用指導書のご案内　令和７(2025)年３月発行予定
教師用指導書は、「学習指導編」「ワークシート・評価問題編」の2分冊と、「デジタルデータ集」から構成されます。

学習指導編

ワークシート・評価問題編

先生方の授業計画や教材研究をサポートします。

先生方の授業準備や評価を
サポートします。

「デジタルデータ集」はクラウド配信を予定していますので、WindowsPC・iPad・Chromebookなどの多様な機種で標準
ブラウザを使用しての閲覧が可能です。

本製品は開発中のため、記載の内容・仕様は予告なく変更する場合があります。

決め方について考えようアクティビティアクティビティ

るためには、公開された情報の下で（知る権利）、たがいを個人とし
て尊重し、自由に討

と う

論
ろ ん

を行い（表現の自由）、平等に政治に参加でき
ることが大切です。民主政治の確立には、日本でも明

め い

治
じ

維
い

新
し ん

以後の
長い歴史があること、現代でも、民主政治が行われていない多くの
国があることを忘

わ す

れてはいけません。
民主政治には、国民が重要な決定に直接参加
して意思を表明するしくみ（直

ちょく

接
せつ

民
みん

主
しゅ

制
せい

）と、
国民が選挙によって選んだ代表者が決定するしくみ（間

かん

接
せつ

民
みん

主
しゅ

制
せい

）が
あります。間接民主制は議会に注目して議会制民主主義（代議制）と
もいいます。現代のように社会の規

き

模
ぼ

が大きく、複雑な対立の調整
が必要になると、国民が直接参加して決定を行うことが困

こ ん

難
な ん

になる
ため、多くの国では間接民主制が中心となります。日本では憲法改
正手続きや地方自治に直接民主制が取り入れられています。
　民主政治では、話し合いを十分にする必要があります。それでも
合意ができない場合は、最終的には多数決で決定します。ただし、
民主政治が基づいている個人の尊重の考え方からしても、異

こ と

なる意
見をもつ人たちの考えをとり入れて、より多くの人が納

な っ

得
と く

できる合
意をする努力を行わなければなりません（少

しょう

数
すう

意
い

見
けん

の尊
そん

重
ちょう

）。また、
基本的人権の尊重など多数決で変

へ ん

更
こ う

できない原理があります。
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P.94

P.29、 41  

私たちは、一人一人が個性をもちながら、学
校や地

ち

域
い き

などの社会（集団）のなかで生活して
います。多様な意見がある場合に、その対立を調整し、合意をめざ
して話し合い、集団の中でものごとを決めていくはたらきを政

せい

治
じ

と
いいます。一

い っ

般
ぱ ん

的には、社会の問題を解決し、国民の安全を守り、
生活をよりよくするという国や地方公共団体のはたらきをさします。
　政治を実現していくためには政治権力が必要です。しかし、権力
が集中すると、専

せ ん

制
せ い

や独
ど く

裁
さ い

がうまれ、人々の自由と権利をおびやか
すおそれがあります。そこで、憲

け ん

法
ぽ う

を定め、権力をいくつかに分
ぶ ん

割
か つ

し、たがいに抑
よ く

制
せ い

と均
き ん

衡
こ う

をとるくふうをしています（権
けん

力
りょく

分
ぶん

立
りつ

）。権
力分立のしくみには、主に、三権分立と地方分権があります。

今日では多くの国で、みんなのことはみんな
で決めるという民

みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

に基づく政治（民主
政治）のしくみがとり入れられています。民主主義は、個人の尊

そ ん

重
ちょう

に
基づいて、一人一人の考えが政治の根

こ ん

源
げ ん

（国民主権）となり、人権保
ほ

障
しょう

に最もふさわしい方法だと考えられるからです。民主政治を進め
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P.43 1

P.112、 260  2 P.115

P.41

P.46

1 権力の二つの面

政治のはたらきと
権
け ん

力
りょく

分立

民主主義
に基づく政治

政治参加のしくみ
と少数意見の尊重

民主政治には、専
せ ん

制
せ い

や独
ど く

裁
さ い

を防ぐためにどのようなしくみが大切なのでしょうか。

民主政治のしくみ1
学習課題学習課題

民主政治を進めるために大切な
ことを本文から書き出しましょ
う。

確認確認

多数決を行う際に求められる努
力や原理を説明しましょう。表現表現

 国会が、衆
しゅう

議
ぎ

院
い ん

と参議院に分割され、
二院制（→P.94）がとられているのも、
権力分立の考え方に基づいています。

1

3 直接民主制（2013年、スイス）　ス
イスの一部の州では、有権者が集まっ
て話し合い、挙手で採決を行います。

民主主義や法の支配の考え方がなぜ
大切なのか理解しましょう。

見方・考え方見方・考え方 法の支配民主主義

4 投票結果　

自由自由 自由自由

暴力強制

権力の顔
その 2

秩序・安全
ちつじょ 争いの解決

争い争い 争い争い

権力の顔
その１

 立法権
けん

（国会）

行政権（内
ない

閣
かく

） 司法権（裁
さい

判
ばん

所
しょ

）

選挙

国民

きまりに
基づいて
政治を行う

きまりを
つくる

きまりに基づいて
争いを解決する

三
さ ん

権
け ん

のそれぞれについては、
これから学習していくよ。

5 独裁体制をきずいたヒトラー（1937年）
1930年ごろのドイツでは、民主的なワイマー
ル憲法の下

も と

、選挙によって第一党になったナ
チ党が政権を獲

か く

得
と く

し、やがてヒトラーが独裁
体制をきずきました。

2 三権分立

Aさん Bさん Cさん Dさん Eさん Fさん

第1希望 プリン プリン プリン バニラ
アイス

バニラ
アイス

チョコ
アイス

第2希望 チョコ
アイス 大福 バニラ

アイス
チョコ
アイス

チョコ
アイス

バニラ
アイス

第3希望 バニラ
アイス

バニラ
アイス

チョコ
アイス プリン 大福 大福

第4希望 大福 チョコ
アイス 大福 大福 プリン プリン

効率に着目するときは決め方の手間
について、公正に着目するときはよ
り多くの人が納得できているかどう
かについて考えてみよう。

二次元
コード

　投票でものごとを決めるとき、多数決以外にもさまざ
まな決め方が考えられます。
　とある学校では、生徒の意見で給食のデザートを決め
る、リクエスト給食の日があります。来月のリクエスト
調査では、表の結果が出ました。

① 次の２つの決め方で選ばれるデザートは何でしょうか。
多数決：第1希望が最も多いデザートを選ぶ。  
ボルダルール：第1希望は4、第2希望は3、第3希望
は2、第4希望は1のポイントをつけ、ポイントの合
計が最も多いデザートを選ぶ。

② 多数決とボルダルールの二つの決め方を比べて、それ
ぞれの長所と短所は何か、効率と公正に着目してグ
ループで話し合いましょう。

どれにしようかな？

※フレーズ作成※フレーズ作成
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第
１
節
の
問
い

?

な
ぜ
選
挙
や
議
会
を
通
じ
て
政
治
が

行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

二次元
コード

学び合い

関連資料

スライド
ショー

リンク

84 85
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み ん し ゅ せ い じ

こ っか い さ ん ぎ い ん ぶ んか つ

に い んせ い

け んりょくぶ んり つ かんが か た も と

みんしゅしゅ ぎ ほう し はい かんが かた

たいせつ り かい
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ちょくせ つ み ん し ゅ せ い ね ん
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な が れ き し げ んだ い み んし ゅせ い じ おこな お お

く に

み んし ゅせ い じ こ くみ ん じゅうよ う け って い ちょくせ つさ ん か

い し ひょうめ い

こ くみ ん せ んき ょ え ら だ いひょうし ゃ け って い
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お お く に か んせ つみ んし ゅせ い ちゅうし ん に っぽ ん け んぽ うか い

せ い て つ づ ち ほ う じ ち ちょくせ つみ んし ゅせ い と い

み んし ゅせ い じ は な あ じゅうぶ ん ひ つよ う

ご う い ば あ い さ いしゅうて き た す うけ つ け って い

み んし ゅせ い じ も と こ じ ん そ んちょう かんが か た い

け ん ひ と かんが い お お ひ と ご う

い ど りょく おこな

き ほ んて きじ んけ ん そ んちょう た す うけ つ げ ん り

わたし ひ と り ひ と り こ せ い が っ

こ う し ゃか い しゅうだ ん せ いか つ

た よ う い け ん ば あ い た いり つ ちょうせ い ご う い

は な あ しゅうだ ん な か き

て き し ゃか い も んだ い か いけ つ こ くみ ん あ んぜ ん ま も

せ いか つ く に ち ほ うこ うきょうだ んた い

せ い じ じ つげ ん せ い じ け んりょく ひ つよ う け んりょく

しゅうちゅう ひ とび と じ ゆ う け ん り

さ だ け んりょく

け ん

りょくぶ んり つ お も さ んけ んぶ んり つ ち ほ うぶ んけ ん

こ んに ち お お く に

き も と せ い じ み んし ゅ

せ い じ い み んし ゅし ゅ ぎ こ じ ん

も と ひ と り ひ と り かんが せ い じ こ くみ んし ゅけ ん じ んけ ん

もっと ほ うほ う かんが み んし ゅせ い じ す す

せ い じ さ ん か

しょうす う い け ん そ んちょう

せ い じ

ぶ ん り つ

み ん し ゅ し ゅ ぎ

も と せ い じ

き か た かんが

と うひょう き た す う け つ い が い

き か た かんが

が っ こ う せ い と い け ん きゅうしょく き

きゅうしょく ひ ら い げ つ

ちょう さ ひょう け っ か で

つ ぎ き か た え ら な ん

た す う け つ だ い き ご う もっと お お え ら

だ い き ぼ う だ い き ぼ う だ い き ぼ う

だ い き ぼ う ご う

け い もっと え ら

た す う け つ ふ た き か た く ら

ちょう し ょ た ん し ょ な に こ う り つ こ う せ い ちゃく も く

は な あ

と うひょうけ っ か

こ う り つ ちゃくも く き か た て ま

こ う せ い ちゃくも く

お お ひ と な っ と く

かんが

ど く さ い た い せ い

ね ん み ん し ゅ てき

け ん ぽ う せ ん き ょ だ い い っ と う

と う せ い け ん ど く さ い

た い せ い

みんしゅせい じ すす たいせつ

ほんぶん か だ

た すうけつ おこな さい もと ど

りょく げん り せつめい

教科書紙面データ（総ルビ付きPDF）

デジタルデータ集

ICTを活用した授業をサポートします。

教科書関連
データ

①教科書紙面データ
電子黒板など提示型 ICT機器で利用できる教科
書全ページの紙面PDF（総ルビ付きも収録）。
②教科書本文テキスト
教科書の本文・コラムなどのテキストデータ。
③教科書図版データ集
プリントやテスト作成の際に活用できるモノクロ
化した教科書図版。

付録データ

④学習指導計画案－評価規準の参考事例－
内容のまとまり（単元）に対応した、指導と評価計
画の作成にあたって参考となる資料。
⑤ワークシート
解答例なし・解答例付きの２種類。
⑥白地図
日本全図・世界全図。

収録内容収録内容

総論編 ◆ 学習指導要領や学習指導計画作成資料などの基本的な資料。
◆学習指導要領の趣旨や授業での教科書の活用の仕方などの論考。

学習指導編

◆ 内容のまとまりごとの指導や評価計画の作成を支援する単元の問いの構造などの解説。
◆ １時間の授業をひと目で見渡せる見開き２ページ構成。
◆ 現場の先生方の授業実践の成果を反映した学習指導案や板書例など。
◆ 教科書の図版の解説や授業における活用の仕方のほか、「アクティビティ」「確認」「表現」などの問いの解答例
（手立てを含む）。

掲載内容掲載内容

◆民主主義に基づく政治
　民主主義＝みんなのことはみんなできめる

◆政治参加の仕組みと少数意見の尊重
　民主政治＝民主主義に基づく政治
　　直接民主制…国民が直接参加する
　　間接民主制…国民が選挙で選んだ代表がきめる
　　　　　　　　（議会制民主主義）
　　　話し合いa多数決　※少数意見の尊重

学習課題：民主政治には、専制や独裁を防ぐためにどのようなしくみが大切なのでしょうか。

◆政治のはたらきと権力分立
　政治の役割＝個人や団体の考え方や意見、
　　　　　　　利害の対立を調整し、解決する　　
　　権力・・・他者に行動を強制する力
　　a人々の自由をおびやかす恐れ
　　権力分立　①三権分立

　　　　　　　②地方分権　　国　 　地方

◇ねらい・◆学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評　価

導
　入
　10
分

◇「権力」とは行動を強制する力
であることを捉える。
◆図 1をみて、権力が濫用される
場合の危険性について気づく。

・「政治」とは方針を決めていく働
きであることをおさえる。
・「権力」が存在しない社会につい
て想像させ、社会における権力の
必要性に気づかせる。

展
　開
　30
分

◇権力分立の必要性と日本におけ
る国民主権の意義を理解する。
◆図 2を見て、司法・立法・行政
の意味を捉え、権力分立の意義
について考える。
◎発問「決まりをつくる人と決ま
りに基づいて行使する人を分け
ているのはなぜでしょうか」

◇直接民主制と間接民主制の違い
とそれぞれの利点に理解する。
◆図 2の「選挙」が行われる理由
について考える。

◇少数意見を尊重する必要性を理
解する。
◆アクテビティに取り組む。

・三権の言葉の意味とお互いの均
衡・抑制については、後の学習に
つながるため、簡単に抑えておく。
・歴史的分野を振り返り、専制政治
の場合は、三権がどのように扱わ
れることになるのかを想起させる。

・選挙では国民が国会議員を選んで
いる点に着目させ、図 3などを手
がかりに国民が直接決定をする困
難性を捉えさせる。
・学校の生徒会や学級活動でも間接
民主制と直接民主制が反映されて
いることに気づかせる。
・効率と公正に着目すると導き出さ
れる結論が異なることに気づかせ
る。

・議論における発言内容か
ら三権分立の意義につい
て説明することができて
いる点を評価する。思

・ノートの記述から直接民
主制と間接民主制のメリ
ット、デメリットを整理
できていることを評価す
る。知

ま
と
め
　10
分

◇民主政治における国民の役割を
理解する。
◆図 5から、権力分立の不完全性
に気づく。

・ヒトラーは民衆に選ばれて独裁者
になった経緯を説明し、権力分立
に基づく民主制が完全なものでは
ないことを捉えさせる。

・ポートフォリオのまとめ
から民主政治の課題につ
いて捉えることができて
いる。思

学習課題：民主政治には、専制や独裁を防ぐためにどのようなしくみが大切なのでしょうか。

　人々の意見や利害をまとめ調整し、方針を公に決めていくはたらきを
政治といい、国民が主権者である政治のしくみを民主政治といいます。
主権者としての参加には、直接する場合と間接的にする場合の２種類が
あり、現代では間接民主制が中心となります。

⃝�民主政治とは国民が主権者となる政治の決定方法であることを理解す
る。
⃝�権力分立の意義を踏まえ、民主政治の課題について言及することがで
きる。

本時の視点

本時の目標

知識・技能 知

　民主政治の仕組みと意義について
理解している。
思考・判断・表現 思

　権力分立の意義と民主政治の課題
について説明できている。

評価規準例

閣が発足し、大統領がヒトラーを首相に任命し、国
民がそれを支持することになった。1933年制定の
授権法は、政府に憲法に拘束されない立法権を与え、
ヒトラーは合法的に独裁体制を成立させた。

P.84　確認小テスト（練習問題）
P.84　三権の役割（動画）（外部リンク）
P.85　決め方について考えよう（スライドショー）
P.85　独裁体制を築いたヒトラー（関連資料）

P.85　アクティビティ
①多数決：プリン　ボルダルール：バニラアイス
②多数決：�一度の投票で結果が出るが、それを希望

しない人の意見は考慮されない。
　ボルダルール：より多くの人が、希望が高い結論
になる一方で、決定に時間がかかったり、同点にな
る可能性がある

手立て 多数決には単純多数決以外にもさまざまな
方法があり、場合によっては結果が変わることもあ
ることから、多数決の方法一つとっても民主主義は
完成することはないということに気づかせる。

P.85　確認
・�公開された情報の下で、たがいに個人として尊重
し、自由に討論を行い、平等に政治に参加できる
こと。

P.85　表現
　異なる意見を持つ人たちの考え方を取り入れて、
より多くの人が納得できる合意をするために、話し
合いを十分にすること。多数決による決定で、基本
的な人権の尊重が損なわれないようにすること。

教科書QRコンテンツ

解答例・手立て

図 2　「権力の二つの面」　
　専制君主制を正当化する政治思想には王権神授説
があり、君主の支配権は神から授かったものであり、
法に拘束されないとした。その歴史的背景から、現
代民主主義の前提として、法の支配・社会契約が確
立している。

図 2　三権分立　
　フランスの啓蒙思想家モンテスキューが「法の精
神」で唱え、民主政治の基本原理となった。日本国
憲法では、立法権を国家に、行政権を内閣に、司法
権を裁判所にと三権分立が成立している。主権者で
ある国民はそれぞれの権力に影響を与えることがで
き、国会には選挙で、内閣には世論で、最高裁には
国民審査を行使することができる。

図 3　直接民主制　
　古代ギリシャのポリスで採られていた。日本でも
憲法改正発議後の国民投票や地方自治における住民
の直接請求権などがあてはまる。導入にあたっては、
人数が膨大になると意見をまとめにくい、反対意見
を述べにくい、雰囲気や感情に流されやすい、少数
意見の尊重が難しいなどの課題点があげられる。

図 5　独裁体制をきずいたヒトラー
　第一次世界大戦後、1919年にドイツ共和国で当
時最も民主的といわれたワイマール憲法が制定され
たが、大戦後、政治が不安定で、憲法は必ずしも全
面的に国民に歓迎されているわけではなかった。ま
た、ベルサイユ条約による賠償金が払いきれず、イ
ンフレーションが続き経済も混乱を極め、世界恐慌
の影響で、失業者が大幅に増加した。議会制民主主
義であったが、国会は内閣を選出できず、大統領内

 内容の解説 

本時の展開

板書例5  聖徳太子と飛鳥文化 －巨大帝国と向き合いながら－

第２編 古代までの日本と世界　第２節 日本列島の人々と国家の形成／１２３４５６

1  民主政治のしくみ
第2編第1章 国民主権と日本の政治　第1節 民主政治と政治参加／１２３４

社会をよりよくしていくために、私たちはどのように政治にかかわっていくべきでしょうか。第2編第2章の問い?

なぜ選挙や議会を通じて政治が行われるのでしょうか。第1節の問い?

教科書P.84～85　ワークシート／別冊P.40

174 学習指導編 175

●単元を貫く問い
1時間の授業でも常に単元を貫く問いを確認することができます。

●板書例
１時間の学習のポイントを整理しています。

●解答例・手立て
教科書の問いの解答例や、指導の
手立てを示し、評価にも活用し
ていただけます。

●本時の展開
教科書に沿った学習活動や発問例、指導上の留意点・配慮事項、評価などを例示し
ています。「見方・考え方」や教科書QRコンテンツを授業でどう扱うかについても
提案し、新任の先生でも授業展開を具体的にイメージできるようにしました。

学習日　　　　年　　　月　　　日　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　

民主政治には、専制や独裁を防ぐためどのようなしくみが大切なのでしょうか。

　　図 1を見て、権力の二つの顔とはどのような意味か考えてみましょう。1

集団の中での秩序や安全を確保し争いを解決する顔と、人々の自由や権利をおびやかす
顔の二つがあるということ。

　　�図 2を見て、きまりをつくる人と、きまりに基づいて権力を使う人を分けているのはなぜ
か考えてみましょう。

2

権力をいくつかに分割して、たがいに抑制することで権力が集中しないようにするため。

　　�アクティビティ「決め方について考えよう」に取り組もう。
　　①次の２つの決め方で選ばれるデザートは何でしょうか。
　　　多数決：第１希望が最も多いデザートを選ぶ。

　　　ボルダルール：第１希望は４、第２希望は３、第３希望は２、
　　　　　　　　　　第４希望は１のポイントをつけ、ポイントの
　　　　　　　　　　合計が最も多いデザートを選ぶ。
　　②�多数決とボルダルールの二つの決め方を比べて、それぞれの長所と短所は何か、効率と

公正に着目して考えてみましょう。

4

プリン

バニラアイス

多数決：（例）�投票結果の開票作業が簡単なため効率的だが、第一希望以外は考慮さ
れない。

ボルダルール：（例）�より多くの人にとって希望通りの結果が出るため公正だが、開
票作業に時間がかかってしまう。

　　�直接民主制と間接民主制についてメリットとデメリットをまとめてみましょう。3
直接民主制 間接民主制

メリット 国民の意思を政治に直接反映するこ
とができる。

社会の規模が大きくなっても複雑な
対立の調整をして決定ができる。

デメリット 社会の規模が大きくなると決定を行
うことが困難になる。

代表者によって決定されるため国民
の意志が反映されない可能性がある。

　　　　　、　　　 や　　　　　　 について考えたことをポートフォリオに書きこもう。5 確認確認 表現表現 第1節の問い?

学習学習
課題課題

ワークシートNo.33  教科書P.84～85

1  民主政治のしくみ
第2編第2章 国民主権と日本の政治　第1節 民主政治と政治参加／１２３４

社会をよりよくしていくために、私たちはどのように政治にかかわっていくべきでしょうか。第2編第2章の問い?

なぜ選挙や議会を通じて政治が行われるのでしょうか。第1節の問い?

40

ワークシート編

◆ 教科書に準拠した１時間ごとのワークシート。
◆ 学習指導編の展開例に対応した内容で、そのまま
使用することが可能。

◆ 解答例が記された赤刷りはデジタルデータ集
に収録。

評価問題編

◆ 単元ごとに作成した「評価問題例」と「評価問題
の解説」を掲載し、定期テストなどでの問題
作成の参考とすることが可能。

〈評価問題例〉
知識・技能や、思考・判断・表現の評価の
観点に対応した問題をバランスよく設定して
います。特に思考・判断・表現を評価する問題に
ついては、複数の資料を読み取り、現代社会の見
方・考え方を働かせて解答する問題を作成す
るなどの工夫をしています。
〈評価問題の解説〉
解答例や問題作成の意図のほか、誤答箇所別対応
でその後の指導方法を提案するなど、個に応じた
指導に対応しています。

掲載内容掲載内容

ワークシート（解答例付き）

学習指導編

資料編資料編 資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価

42 43



●デジタル教科書・デジタル教材のご案内 ●日文Webサイトのご案内
１人1台端末で利用する「学習者用デジタル教科書」、学習者用デジタル教科書と一体的に利用することでより学習を深めることが
できる「学習者用デジタル教科書＋教材」、電子黒板などで提示する「指導者用デジタル教科書（教材）」を発行します。個別最適
な学びの実現を目指し、授業や個別学習のサポートとなる機能・コンテンツを用意しています。多様な授業形態や機器の整備状況
に応じてご利用ください。WindowsPC・iPad・Chromebookの3種に対応しています。

日文Webサイトでは、新版教科書に関する情報や、日々の指導に役立つ様々な情報を積極的に発信しています。

いつでも拡大、いつでも書き込み
利用頻度の高い「拡大」「ペンツール」「ページ送り」の
基本機能をいつでも使いやすいように配置しています。
何度でも書いたり消したりを繰り返すことができ、間違
いを恐れず考えを深めることができます。

令和7年度から使用される新しい中学校教科書『中学社会 地理的分野』『中学社会 歴史的分野』『中学社会 
公民的分野』『中学数学』『美術』『中学道徳 あすを生きる』をご案内しています。

令和7年度から使用される新しい中学校デジタル教科書
を中心にご案内しています。

日文Webサイトの数あるおすすめコンテンツの中から、
今回は2つピックアップします。

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/
https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/

https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/manabito/

●  基本機能からオリジナルツールまでわかりやすく紹介します。
●  指導者用・学習者用の内容や特長などを詳しく紹介します。
●  体験版でデジタル教科書の実際の動作やコンテンツを体験
できます。ご利用にあたり、ファイルのダウンロード等は
必要ございません。

豊富なコンテンツで生徒の理解を支援

単元を貫く問いを立てる活動を助けます。

その他のコンテンツ例
・一斉授業で使いやすい「図版の単独拡大」
・読み取りに便利な「地図・グラフの凡例別表示」
・さまざまな場面で活用しやすい「NHK for Schoolリンク集」

充実した学習支援機能
文字色や背景色の変更、行間・文字の大きさ変更（リフロー機能）、総ルビ表示、本文の機械音声読み上げ、背景色・文字
色等の変更など、学習を進めやすくするための機能を実装しています。一人ひとりの特性に合った学習をサポートします。

❶リフロー機能・総ルビ表示 ❷機械音声読み上げ ❸背景色・文字色等の変更

Webマガジン「まなびと」
美術、道徳、社会、人権、共生社会、ESD、PBL、ICTなど、
様々なテーマにおいて深掘りした連載記事を中心に、定期的
に更新しています。

教科の機関誌、授業や
指導に悩む先生方へ
向けたABCシリーズ、
様々なテーマを扱った
教授用資料などを電
子ブックやPDFで公
開しています。

機関誌・教育情報

P.188-189

P.84

P.85

コンテンツ例①

本製品は開発中のため、記載の内容・画像は予告なく変更する場合があります。

動画 教科書や教科書QRコンテンツのポイントを短く簡潔に紹介します。
教科書のポイント 教科書の特長をポイント別にわかりやすく紹介します。
教科書QRコンテンツ コンテンツ紹介のほか、実際にコンテンツを触るこ
とができます。
教師用指導書 各編、資料、デジタル教材など、内容や構成を紹介します。
資料ダウンロード 内容解説資料、編修趣意書、年間指導計画案などを掲
載します。
表紙 各分野の表紙と、表紙デザインへ込めた思いを紹介します。
関連コンテンツ 教科書に関連する様々なお役立ちコンテンツを紹介しま
す。
日文が大切にしていること SDGs、特別支援教育・CUD、防災・安全、道
徳教育との関連、現代的な諸課題への対応など、教科を横断する取り組
みについて紹介します。

導入スライドショー
マスク表示

コンテンツ例②

教科書中の図版を
穴埋め問題にし、基
礎的・基本的な知
識の定着を助けます。

解答例表示
コンテンツ例③

指導者用デジタル教
材には、教科書中の
問いの解答例を掲載
しています。

学習者用デジタル教科書

その他のおすすめコンテンツ令和7年度版 中学校 
デジタル教科書サポートサイト

令和7年度版 中学校教科書 特設サイト

指導者用デジタル教科書（教材）

https://www.nichibun-g.co.jp/r7js_textbooks/

資料編資料編 資料編②デジタルへの対応 ③主権者の育成 ④わくわくする教科書 学習上の配慮 分野・教科間連携 地域事例①指導と評価

44 45

https://www.nichibun-g.co.jp/r7js_textbooks/
https://www.nichibun-g.co.jp/digital_support3/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/web-magazine/manabito/
https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/
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